
浜岡原子力発電所の現況

原子力規制委員会による新規制基準適合性確認審査を受けています。
（3,4号機を申請中ですが、現在4号機の審査が進められています。）

項目 地震・津波等に関する事項 プラントに関する事項

回数
共通：2回

29回 58回

主な審査
項目

○地震、津波、火山
地下構造、地質構造、
基準地震動、
基準津波、
地盤斜面の安定性、
火山影響評価 等

○設計基準事故対策
内部溢水、内部火災、外部火災、
竜巻 等

○重大事故等対策
確率論的リスク評価、有効性評価、
解析コード 等

最近の
状況

【2018年5月11日】（26回）
内陸地殻内地震の地震動評価についてコ
メント回答を実施。
【2018年8月3日】（27回）
敷地内の断層(H断層系)についてコメント
回答を実施。
【2018年8月24日】（28回）
プレート間地震による津波評価についてコメ
ント回答を実施。
【2018年9月14日】（29回）
内陸地殻内地震の地震動評価についてコ
メント回答を実施。

【2016年9月15日】（56回）
有効性評価（長期安定性）に関するコメ
ント回答を実施。
【2016年11月17日】（57回）
耐震設計に関する論点について説明を実
施。
【2017年5月25日】（58回）
有効性評価（全交流動力電源喪失シー
ケンス）に関するコメント回答を実施。

今後も、原子力規制委員会による審査に真摯に対応し、新規制基準に適合していることを早期にご確認い
ただけるよう努力していきます。

(2018年10月17日現在)＜4号機の進捗状況＞

中 部 電 力 報 告 資 料
２ ０ １ ８ 年 １ ０ 月 １ ８ 日
中 部 電 力 株 式 会 社
浜 岡 原 子 力 発 電 所

＜審査会合＞

浜岡5号機 非常用ディーゼル発電機（B）の故障による運転上の制限からの逸脱の原因と対策について
（2018年9月20日公表）

【事象の概要】
• 2018年6月5日15時頃、5号機非常用ディーゼル発電機（D/G）
（B）の定期試験時に、排気管付近から排気の漏えいを確認するとと
もに原子炉施設保安規定で定める運転上の制限からの逸脱を宣言しま
した。
• 調査の結果、排気管の伸縮継手に破損が確認されました。
• 破損した排気管の伸縮継手を取替えた後、6月12日、D/G(B)の試運
転を行い、正常に運転できることを確認し、運転上の制限逸脱からの
復帰を判断しました。 D/G(B)排気管伸縮継手の破損状況

＜至近の不適合事例＞

審査は、地震・津波等に関する事項とプラントに関する事項に分けておこなわれています。

＜その他＞
〇静岡県および御前崎市による津波対策工事ほか追加工事の点検および確認

第７７回（２０１８年 ７月１３日）
第７８回（２０１８年 ９月１３日）

第１～７６回に引き続き、当社が
実施している津波対策工事ほか追加
工事について、御前崎市の立ち会い
の下、静岡県による点検を受けまし
た。

軽油タンク地下化工事点検の様子
（第７７回）

原子力圧力容器ボトムドレン弁電動化
工事点検の様子（第７８回）

調査の結果、「過去の取替え作業時に生じた打痕」とその後のD/G（B）の運転による熱疲労の複合要因から、
D/G（B）の排気管伸縮継手のベローズに初期き裂が発生し、排気管の内圧により初期き裂が進展してベローズが
破損したものと推定しました。今後は、3，4号機の非常用ディーゼル発電機も含め、以下の対策を実施すること
で再発防止に努めてまいります。
【原因と再発防止対策】

原
因

・現場作業要領に排気管伸縮継手のベローズを
取扱う際の注意点の記載がありませんでした。

・排気管伸縮継手のベローズは薄肉部材であり、
熱収縮によって発生するひずみが打痕部近傍
に集中しやすいという認識が現場作業員に不
足していました。

再
発
防
止
対
策

・現場作業要領に打痕の発生を防止するための
手順を追加します。

・打痕がベローズに与える影響についての注意
喚起および教育を実施します。

・排気管伸縮継手取付け後の当社社員の立会に
よる外観点検を追加します。

過去の取替え作業時に生じた打痕

さらに、排気管伸縮継手の定期的外観点検を行うとともに、万一の故障に備え、予備品を確保します。

資料３



2016年4月、国際原子力機関（ＩＡＥＡ）が政府に対し、「検査制度の見直し」を指摘
⇒原子力規制委員会（ＮＲＡ）は、より機動性と実効性の高い規制を実現するため検討を開始
2017年4月、「原子炉等規制法」を改正
現在、ＮＲＡおよび事業者は、運用準備を進めており、2018年10月から試運用を開始し、その結果を踏まえ
て2020年4月より実運用を開始（法施行）

【検査制度見直しの動向】

【今後のスケジュール】

＜検査制度見直しについて＞

2018年度 2019年度 2020年度

制度検討

・検査ガイド
の作成 等

試運用

・検査ガイドを各発
電所に割り振り、
ガイド内容の検
証

・問題点の修正
・全プラントで総合
的に試行

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３

・フェーズ１の継続
・問題点の修正
・代表プラントにて総合
的に試行【代表プラン
ト：柏崎、大飯】

実運用

浜岡原子力発電所では、試運用フェーズ１において、以下3件の検査ガイドを検証する
・「設備の系統構成」：2018年10月予定
・「使用前事業者検査（燃料体検査）」：2018年12月予定
・「メンテナンスのリスク評価」：2019年1月予定

方針 制度見直し前 制度見直し後

①-1
・事業者が安全を確保するという一義的責
任を負っていることが不明確
・規制機関のお墨付き主義に陥る懸念

・事業者が一義的責任を負っていることを明確化し、
規制機関の役割は事業者の取り組みを確認する
ものへ

①-2
・法令において検査対象が細かく決められて
いるため、事業者の全ての活動に目が行
き届かない恐れあり

・規制機関の全ての検査を一つの仕組みに一本化

・事業者の全ての活動に対して規制機関のチェック
が行き届く検査（「いつでも」「どこでも」「何にでも」）

②
・あらかじめ決められた項目の適否をチェッ
クする、いわゆるチェックリスト方式
（安全上重要なものに焦点を当てにくい体系）

・「安全確保の実績」の反映や「安全性への影響度
合い」の活用により、規制機関が安全上重要なも
のに注力できる体系

安全確保の実績
（パフォーマンス指標）

・安全に係る運転実績を定量的に監視
例：緊急停止回数、安全設備の故障回数

基本検査等
・日常的に行う検査（保安活動全般）
・計画的に行う検査（施設管理、運転管理等の各分野毎）
・特別検査（トラブル等に対する事業者の対応）

気付き・
指摘事項

監視結果
評価

規制措置の決定
例： ・追加の規制措置なし
・追加検査
・罰則

安全性への影響度合いに応じて評価し、
その結果を公表

小 ← 安全上の影響度 → 大

方針② 安全性への影響度合いを評価する検査

①不適合の是正処置・水平展開の高度化
②現場・図面・設計要求の整合

安全確保の実績
（パフォーマンス指標）

確認・評価

リスク情報
の活用

リスク情報を
活用した
意思決定

事業者の一義的な責任の下、自ら安全性を
向上させていくための土台づくり

【当社の主な対応事項】

当社は、ＮＲＡの検査制度見直しの方針を踏まえ、新検査制度への対応の準備を進めるとともに
、事業者の主体的な保安活動の一層の充実を図るべく、以下の活動を重点的に実施する

①ささいな情報でも収集してトラブルの予防
を図るとともに、安全への影響度合いの
高い事象に対して効果的な対策を実施

②現場の機器と図面の更なる整合を図り、
その状態が維持される仕組みを構築

・リスク情報を活用してプラント設備や運用の
弱点を特定し、対策の優先順位づけを実施
・安全に係る運転実績を定量的に監視し、他
発電所との相互比較等により弱点を把握し
改善

【検査制度見直しの方針】

包括的に監視・評価
できる仕組み

保安活動全般を
監視・評価

溶接事業者検査

定期事業者検査

保安のために
実施される全ての活動

使用前事業者検査

燃料体事業者検査

規制機関 事業者

方針① 事業者責任を明確にした体系整備と、規制機関の関与の体系整備

＜見直し後＞

溶接事業者検査

定期事業者検査

保安のために
実施される品質保証活動

規制機関 事業者
＜現行＞

上記以外についても事業者が自主的に必要な検査を実施【検査制度見直し前後の比較】


